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アジェンダ

•アジャイル開発とは？ 

•ICONIXプロセス / スクラムとは？ 

•FileMakerソリューションのアジャイル開発の実践事例 

•質疑応答



自己紹介

•株式会社ライジングサン・システムコンサルティング 代表取締役 

•FileMaker認定デベロッパ 10/11/12/13 

•FileMakerプラットフォームを主軸としたシステム開発内製支援 

•VB/Access/JAVA/LAMP等の開発者に対するFileMakerプラット
フォームスキル移行支援 

•ブログ/YouTubeでFileMaker開発テクニック動画を配信中



複雑で大規模なプロジェクトの増加
•Mac、Windows、iOS、Webと様々なプラットフォームに対応 

•FileMakerServerの64bitアプリケーション化による高速化 

•プログレッシブバックアップや、コールドスタンバイによる
FileMakerServerの冗長化による可用性の向上 

•サーバクライアント間通信の暗号化、及びデータベースファイル自体
の暗号化対応によるセキュリティレベルの向上 

•スクリプトワークスペース・新しい計算式エディタの進化による開発
生産性の向上



複雑で大規模なプロジェクトの弊害

•利害関係者の増加、及び開発チームの増員による、コミュニケー
ションの複雑化。 

•場当たり的な機能追加、修正で内部構造が複雑化。その結果、１つ
の機能を追加・修正するのに多大な時間と労力が必要に。 

•大規模化によるテストレベルの低下。バグ増加の温床に。 

•ユーザ数の増加によるソリューションの応答性能の低下。 

•ソリューション開発に求められる技術レベルの高度化。



大規模なプロジェクトには規律とルールが必要

•開発プロジェクトに関わる利害関係者が増えれば増えるほど、確
実な効果が見込まれるプロジェクト管理の方法論が必要に。 

•ただ場当たり的な開発をしても、高い成果は得られないし、継続
的な改善もできない。 

•柔軟性の高いFileMakerプラットフォームの開発プロジェクトで
も、それは例外ではない。



システム開発手法に存在する２つの価値観

理想的計画と 
その計画の 
遵守を重視

現実的な計画と 
変化への対応を 

重視



システム開発手法に存在する２つの価値観

理想的計画と 
その計画の 
遵守を重視

現実的な計画と 
変化への対応を 

重視

ウォーターフォール型 アジャイル型



アジャイル開発手法とは?

•Agileは形容詞 

•敏しょうな、素早い、機敏な、身のこなしの軽い、しなやかな、機動的な、
鋭敏な… e.t.c. 

•アジャイル開発とは価値観やスタイルを表した総称 

•アジャイル開発という「定義された」開発手法が存在するわけではない。 

•代表的な手法に「スクラム」「エクストリーム・プログラミング」「リー
ンソフトウェア開発」「KANBAN」等がある。



アジャイルソフトウェア開発宣言
私たちは、ソフトウェア開発の実践 

あるいは実践を手助けをする活動を通じて、 
よりよい開発方法を見つけだそうとしている。 

この活動を通して、私たちは以下の価値に至った。 

プロセスやツールよりも個人と対話を、 
包括的なドキュメントよりも動くソフトウェアを、 

契約交渉よりも顧客との協調を、 
計画に従うことよりも変化への対応を、 

価値とする。すなわち、左記のことがらに価値があることを 
認めながらも、私たちは右記のことがらにより価値をおく。

Kent Beck 
Mike Beedle 

Arie van Bennekum 
Alistair Cockburn 
Ward Cunningham 

Martin Fowler

James Grenning 
Jim Highsmith 
Andrew Hunt 
Ron Jeffries 
Jon Kern 

Brian Marick

Robert C. Martin 
Steve Mellor 
Ken Schwaber 
Jeff Sutherland 
Dave Thomas

© 2001, 上記の著者たちこの宣言は、この注意書きも含めた形で全文を含めることを条件に 
自由にコピーしてよい。



アジャイル開発の採用率（アメリカ）

5%

50%
36%

9%
全てをアジャイル手法で開発する
半分以上のプロジェクトでアジャイル手法を採用する
半分以下のプロジェクトでアジャイル手法を採用する
アジャイル手法は採用しない

私の組織・チームでは…

95%の組織・チームがアジャイル開発を 
採用している

 Source : VersionOne 9TH ANNUAL State of AgileTM Survey



アジャイル開発の採用率（日本）
11%

1%

17%

60%

10% 多くのプロジェクトで使っている
一部のプロジェクトで使っている
使いたいと考えているが実現していない
使う予定はない
その他・無回答など

私の組織・チームでは…

70%の組織・チームがアジャイル開発を 
採用している

SOURCE：アジャイル開発の現状と課題 - IPA/SEC 
http://sec.ipa.go.jp/users/seminar/seminar_tokyo_20141217-02.pdf



アジャイル開発の採用が伸びる理由

失敗
37%

成功
21%

問題あり
42%

Source : The CHAOS MANIFESTO, THE STANDISH GROUP, 2012.

プロジェクト全体

失敗
29%

成功
14%

問題あり
57%

失敗
9%

成功
42%

問題あり
49%

ウォーターフォール手法 アジャイル手法



政府機関もアジャイル開発を推奨

アメリカ政府説明責任局

リスクを減らすため予算管理局
ではアジャイル開発手法とよば
れるアプローチによって、モ
ジュール形式のソフトウェアデ

リバリーを推奨する

GAO：Government Accountability Office NAO：National Audit Office
イギリス監査局

政府はICT調達とデリバリーに
おいてプロジェクト失敗のリス
クを低減するためにアジャイル
開発手法を使う意向である。



ウォーターフォール手法とは？

要件定義

外部設計

内部設計

プログラミング

結合テスト

システムテスト

運用テスト
検証

検証

検証



ウォーターフォール手法の弱点

要件定義

外部設計

内部設計

プログラミング

結合テスト

システムテスト

運用テスト
もし要件定義で漏れが 
あったとしても…

それがわかるのは運用テ
ストに入ってから…



最も採用されているのがスクラム
14%

5%

6%

8%

10%

57%

スクラム スクラム+XP
カスタムハイブリッド Scrumban
KANBAN その他

私の組織・チームでは…

約70%の組織・チームが 

スクラムを採用している
 Source : VersionOne 9TH ANNUAL State of AgileTM Survey

アジャイル開発採用チームの



分類 呼び名 説明

役割

プロダクトオーナー 何をつくるかに責任を持つ

開発チーム プロダクトを開発するチーム

スクラムマスター プロジェクトの理解と成立に責任を持つ

成果物

インクリメント スプリントで完成された機能セット

プロダクトバックログ 優先順位付されたプロダクトの要求リスト

スプリントバックログ １スプリントで実施する要求リスト

イベント

スプリントプランニング １スプリントで実現する機能を決定する

スプリント 開発サイクルの単位

デイリースクラム 毎日決まった時間に実施されるミーティング

スプリントレビュー 完成したインクリメントのレビュー

ふりかえり スプリントの最後の行こなう改善活動
注意：ScrumAlliance Inc.が定めている定義とは若干異なります。



完成したプロダクト

支援支援

開発チーム

スクラムマスター

プロダクトオーナー

要求



プロダクト 
ビジョン

プロダクト 
バックログ

スプリント 
バックログ

インクリメント

スプリントレビュー 
ふりかえり

スプリント 
プランニング スプリント

1～4週間

24h

デイリースクラム

プロダクト 
エンビジョニング

スクラムプロセスダイヤグラム
Copyright 2015 Risingsun System Consulting K.K. All rights reserved.

プロダクトバックログ 
リファインメント



プロダクト 
ビジョン

プロダクト 
バックログ

スプリント 
バックログ

インクリメント

スプリントレビュー 
ふりかえり

スプリント 
プランニング スプリント

1～4週間

24h

デイリースクラム

プロダクト 
エンビジョニング

スクラムプロセスダイヤグラム
Copyright 2015 Risingsun System Consulting K.K. All rights reserved.

ビジョンが曖昧であれ
ば、それだけ完成が遅く
なることに変わりない。



ICONIXプロセスを組み合わせる
要件分析 予備設計 詳細設計 実装



ICONIXプロセスを組み合わせる
要件分析 予備設計 詳細設計 実装



GUIのモックアップ作成専用ツール



ICONIXプロセスを組み合わせる
要件分析 予備設計 詳細設計 実装



•ユースケース図は、システムに期待
する振る舞いを記述する方法。 

•ユースケース記述書を併記するこ
とで、業務フローを可視化するこ
とができる。 

•ユーザストーリー形式よりもより
ビジネス・ソリューションの開発
にマッチしている

ユースケースダイヤグラムとは？



ICONIXプロセスを組み合わせる
要件分析 予備設計 詳細設計 実装



ドメインモデルとは？



ICONIXプロセスの補完関係

具体的な完成イメージ 言葉の定義 ビジネスルールの定義



より詳しい内容は、ICONIXプロセスと

FileMakerの説明動画をアップしている 

弊社オフィシャルサイトの 

ブログをどうぞ！

ICONIXプロセス FileMaker 検索



•GUIモックアップを作成して完成イメージを共有 

•設計は基本設計（外部設計）までとする。 

•必要なドキュメントは書く。ただし、納品を目的とした
ドキュメント・成果物は作成しない。 

•コーディングルールを厳守 

•リファクタリングを実施してコードの保守性を確保

実際のプロジェクトで私達が心がけたこと



プロジェクト概要 　某大手サービス業のコールセンターの立ち上げに伴う 
　顧客管理システム（CRM）の開発・導入支援。

目的 　問い合わせのあった見込客へ効率的にアプローチして 
 　確実にクロージングへ繋げたい。（成約率を上げたい）

ポイント１ 　社内にコールセンターの立ち上げ経験者はいない。

ポイント２ 　そもそもコールセンターを立ち上げてうまくいくか 
　どうかわからない。

ポイント３ 　すでに一度CRMの導入に失敗している・・・

プロジェクト実践事例の概要



PJ担当役員様

情報システム部門マーケティング部門

RSC

PJコーディネータ プログラマさん

クライアント企業様

チームRSC

通常だと窓口は情シスか利用部門
になるが、今回は担当役員が窓口

を担っていただいた。



最初の２週間はフィージビリティスタディ

つぎの１週間はペアプログラミング

担当を割り振って具体的な開発に突入

極めて順調に立ち上がった

アジャイル開発チームビルディングの実践



動画の活用で技術とノウハウを確実に共有



進捗管理にはPivotalTrackerを使用



テスト業務の管理にはTestRail



TestRailとP/Tの自動連携でバグトラッキング



BaseElementsでソリューションの品質を担保



共通ライブラリの共有はClipManager



こういったプロジェクト運営の結果 

契約期間満了の3週間前には 

ほぼ全機能の開発を完了



プログラマの残業は 
３ヶ月でゼロ時間



まとめ
•FileMakerプラットフォームの機能強化により、これまで以上に大規
模で複雑なソリューションの開発が求められるようになってきた。 

•大規模で複雑な開発には「定義された開発手法」の導入が不可欠。 

•アジャイル開発手法は伝統的なW/Fと比較して３倍の成功率 

•スクラムとICONIXプロセス、そしてFileMakerプラットフォームの組
合せは極めて相性が良い。 

•アジャイル開発には、予算レベルの決裁権をもつ関係者をプロジェク
トメンバーの中心に据えることが極めて重要



Q & A


